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2016年8月9日
日本マクドナルドホールディングス株式会社
代表取締役社長兼最高経営責任者（CEO）

サラ L．カサノバ
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2016年上半期 概要
2016年

転換・収益性回復

2015年
堅固な基盤づくり

4. コストと資源効率の改善

3. 地域に特化したビジネスモデル

1. よりお客様にフォーカスした

アクション

2.  店舗投資の加速
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2016年上半期 振り返り

+23.2%
既存店売上高

211店舗
改装

清潔さ
おもてなし

食の安全
品質

総合満足度

全店売上高
2,050億円



よりお客様にフォーカスしたアクション
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Menu
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Value 公式アプリ

よりお客様にフォーカスしたアクション
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よりお客様にフォーカスしたアクション
ファミリー・品質・CSR
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2016年上半期 実績

当期純利益 = 親会社株主に帰属する当期純利益

2015年 2016年 2016年
上半期 実績 増減

前年同期比
上半期 実績 増減

業績見通し比
上半期 業績見通し

全店売上高 1,720.2 +19.2% 2,050.1 +1.0% 2,030.0

既存店売上高 対前年比 -27.5% - +23.2% +0.8% +22.4%

売上高 852.8 +23.0% 1,048.9 +0.9% 1,040.0

営業利益 △ 182.9 +183.3 0.4 +18.4 △ 18.0

経常利益 △ 195.3 +193.8 △ 1.5 +23.5 △ 25.0

当期純利益 △ 262.2 +263.7 1.5 +19.5 △ 18.0

（億円）



2016年下半期の取り組み

8



9

2016年12月期 通期業績見通し
（億円）

当期純利益 = 親会社株主に帰属する当期純利益

2015年実績 2016年見通し 対前年 増減

全店売上高 3,765 4,250 +484 +12.9%

既存店売上高 対前年比 -15.2% +17.6% - -

売上高 1,894 2,200 ＋305 +16.1%

営業利益 △ 234 33 +267 -

経常利益 △ 258 22 +280 -

当期純利益 △ 349 10 +359 -
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2016年上半期
決算発表

日本マクドナルドホールディングス株式会社
代表取締役副社長兼最高執行責任者（COO）

下平 篤雄



◎おもてなしサービスの強化
◎清潔なお食事空間
◎店舗人材への投資
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よりお客様にフォーカスしたアクション
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よりお客様にフォーカスしたアクション
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2015年Q3 2015年Q4 2016年Q1 2016年Q2

総合 おもてなし 清潔

KODOのスコア推移

※KODO（コド）：お客様から直接店舗にご意見をいただくことが出来る専用アプリ



◎1月～6月の改装店舗数：211店舗
◎年間の改装店舗数：500～600店舗
◎店舗の機能拡大への投資
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店舗投資の加速

デュアル・ポイント・サービス ドライブスルーの機能拡大



地域に特化したビジネスモデル
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◎QSC＆V（品質・サービス・清潔さ・価値）の向上
◎地域とのつながりの強化
◎全国プロモーションの効果の最大化
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日本マクドナルド株式会社
IR統括責任者

中澤 啓二

2016年上半期
決算発表
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2016年上半期 実績
（億円）

当期純利益 = 親会社株主に帰属する当期純利益

2015年 2016年 2016年
上半期 実績 増減

前年同期比
上半期 実績 増減

業績予想比
上半期 業績予想

全店売上高 1,720.2 +19.2% 2,050.1 +1.0% 2,030.0

既存店売上高 対前年比 -27.5% - +23.2% +0.8% +22.4%

売上高 852.8 +23.0% 1,048.9 +0.9% 1,040.0

営業利益 △ 182.9 +183.3 0.4 +18.4 △ 18.0
(営業利益率) ( -21.4% ) ( +21.4% ) ( 0.0% ) ( +1.7% ) （ - 1.7%)

経常利益 △ 195.3 +193.8 △ 1.5 +23.5 △ 25.0
(経常利益率) ( -22.9% ) ( +22.8% ) ( -0.1% ) ( +2.3% ) ( -2.4% )

当期純利益 △ 262.2 +263.7 1.5 +19.5 △ 18.0
(当期純利益率) ( -30.7% ) ( +30.9% ) ( 0.2% ) (+1.9% ) ( -1.7% )
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195

その他

73

81
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2016年上半期 経常利益 改善要因分析（対前年同期比）

2015年
上半期
経常損失

(億円)

2016年
上半期
経常損失

売上高
増加

店舗収益性
改善

一時的な
費用

販売費及び
一般管理費
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2016年12月期 通期業績見通し
（億円）

当期純利益 = 親会社株主に帰属する当期純利益

2015年実績 2016年見通し 対前年 増減

全店売上高 3,765 4,250 +484 +12.9%

既存店売上高 対前年比 -15.2% +17.6% - -

売上高 1,894 2,200 ＋305 +16.1%

営業利益 △ 234 33 +267 -

経常利益 △ 258 22 +280 -

当期純利益 △ 349 10 +359 -
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（45周年）
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